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研究成果の概要（和文）：　本研究は、チームの中で現場検証、制度的検討、思想的考察をつなぎ合わせながら、グロ
ーバル化時代の「民」イメージを柔らかく再検討する試みであった。
　業績は順調に出た。遠藤乾と柄谷利恵子による『グローバル・コモンズ』に加えて、明石純一『「グローバル人材」
をめぐる政策と現実』など書籍も刊行され、英語による発表なども数多く、眞壁仁による論考「日本における「民」の
政治思想史」をメンバー全体で共有できた。また、代表者自身が進めた共訳書『軽いシティズンシップ―市民、外国人
、リベラリズムのゆくえ』（クリスチャン・ヨプケ著）とそれに伴う解説を通じて、学界に対しても一定の問題提起で
きた。

研究成果の概要（英文）： The project is intended to reconsider the malleable images of ‘peoplehood’ in 
the age of globalization. In so doing, we attempted to combine the various approaches: visiting the sites 
where the care workers are trained & where they actually work, analysing the institutional structures of 
the host countries, and exploring political vocabularies in the Japanese history.
 We have published a number of work, including Global Commons by Endo & Karatani, and The Policies & 
Realities over the Global Human Resources by Akashi. In addition, the team members gave talks both for 
domestic & international audiences. Furthermore, we share the presentation by Makabe on the conceptions 
of ‘peoplehood’ in the Japanese political thought. Finally, Endo et al. translated the seminal work by 
C. Joppke (Citizenship & Immigration) into Japanese.

研究分野：国際政治
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 近年の日本政治において、在日の外国人参
政権、民族系高校の無償化、政治献金等、多
くの争点が浮上した。また、経済連携協定を
通じて看護師等の国際人口移動が実際に生
じ、外国人実習生などが争点となっている。
今も昔も「移民」は日本の一部なのだが、も
ちろん彼らはそうは呼ばれない。日本におけ
る「民」のイメージは、「国民」「庶民」に集
中し、「市民」はバタ臭いままで定着し切ら
ない。 
 本研究は、そうした現況を背景に、「民」
イメージを柔らかく再検討する試みである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、グローバル化時代における「民」
のあり方を再検討することを目的とした。具
体的には、国民、市民、庶民、移民等のあり
方をシティズンシップ概念と実践との関連
で構成し直し、米欧東アジア諸国の国際的な
動向に照らして、日本の土壌に再定位するこ
とを目指した。これは、申請者がこれまで取
り組んできたグローバル・ガバナンスや EU 
の研究をさらに発展させ、チームの中で経験
的知見と思想的考察をつなぎ合わせながら、
日本における「民」のあり方の再考へ接続す
る（国際）政治学的な試みである。 
 
３．研究の方法 
 
（1）現場検証： グローバル化の行きつく
政策現場をきちんと検証した。東南アジアの
看護師・介護士送り出し国、外国人研修生の
働く現場など経験的に調査した。 
 
（2）制度的検討： 入国管理から地方自治
体の受入態勢など、法規定のハード面から慣
行として行うソフトな対応面までを視野に
収め、我が国のシティズンシップ体制の特徴
の国際比較を試みた。 
 
（3）理念的考察： １と２の政治学的含意
の検討。特にイデオロギーとしても制度とし
ても強固な「国民」を否定することなく、包
摂的な装置としての「市民」を思想的・制度
的に手厚くする方途を考察した。 
 
 
４．研究成果 
 
 業績は順調に出た。遠藤と柄谷による『グ
ローバル・コモンズ』（日本の安全保障シリ
ーズ第 8 巻、岩波書店、2015 年）に加えて、
明石純一『「グローバル人材」をめぐる政策
と現実』（明石書店、2015 年、五十嵐泰正と
の共編著）など書籍も刊行され、英語による
発表なども、辻康夫による韓国政治学会にお
ける Formulating a theory of multiculturalism in 

Japanese context や、安里和晃による 6th 
ADBI-OECD-ILO Roundtable on Labour 
Migration in Asia における Welfare regime and 
international mobility of care workers: social 
construction of care and vulnerability など、実り
多き最終年となった。また、眞壁仁による論
考「日本における「民」の政治思想史」をメ
ンバー全体で共有できたのも、成果であった。 
代表者自身が進めた共訳書『軽いシティズン
シップ―市民、外国人、リベラリズムのゆく
え』（クリスチャン・ヨプケ著）とそれに伴
う解説などの業績（2013―4 年）を通じて、
「民」の扱い方を欧米諸国におけるシティズ
ンシップの在り方に引き付け、リベラリズム
との関連で問題提起できたことは、意義深か
った。2013 年にはヨプケを日本政治学会に招
聘し、14 年にも同学会関連部会において、そ
の議論が前提となってどう考えるのかとい
う問題設定になっていたのを見て、一定の意
味を感得できた。 
 ただ、グローバル化時代の「民」の在り方
について、日本の土壌に引き付け、5 人の分
担者で統一的な見解を提示するという当初
の理想の高みまではたどり着けなかった。こ
の点を将来における課題としたい。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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治」、移民政策研究 4 号、P.28-40、2012、
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別市・韓国）、2015 年 3 月 14 日 
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